
宍道湖へは、流域全体の
約３分の２に相当する流
域から洪水が流入する。

斐伊川下流部は、河川勾
配が緩やかなため、洪水
がゆっくり流れる。

大橋川の川幅が狭く、洪
水を流し出す河川断面が
小さい。

特徴１ 特徴２ 特徴３

宍道湖に集まった洪水は、水はけが悪いため周辺地
域で浸水が生じやすく、また、宍道湖の水位がなか
なか下がらず洪水が長期化しやすい。

宍道湖直接流

斐伊川上流

中海直接流

斐伊川水系

宍道湖流域　約４００ｋ㎡

斐伊川上流域
約９２０ｋ㎡

中海流域　約７５０ｋ㎡

斐伊川水系
　幹川流路延長：　　１５３ｋｍ
　流域面積　　  ：２，０７０ｋ㎡

斐伊川・神戸川の治水に関する基本的な考え方(３点セット)

斐伊川流域の特徴
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宍道湖から洪水を流し出
す河川（大橋川）の能力
を上げる。

上流から宍道湖へ流入す
る洪水量を減らす。

大橋川の狭い箇所の一部を拡げ
て、洪水の流れをよくする。

ダムで洪水を調節しながら、放
水路で分流する。

宍道湖周辺地域を
洪水から守る

H.P+1.44m
H.P+2.5

H.P+0.9

流域全体での治水対策
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松江は地盤の低いところに市街地が
形成されており、大橋川周辺には、
地盤の高さがH.P.+2.5mより低い箇
所が多い。

宍道湖の水位を下げるために

　大橋川の川岸を上げる

宍道湖の水位HP+2.5mから
松江市街地を守るために

現　　　　在

ダム、放水路をつくり、川幅を拡げた場合

ダム、放水路をつくり、川幅を拡げ、川岸を上げた場合

プラス

HP+3.7m

HP+2.5m

HP+2.5m

松江を洪水から守るためには

大橋川の川幅を拡げる

ダムをつくる

放水路をつくる

大
橋
川
改
修
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・昭和５６年３月　関係市町のうち松江市議会が治水基本計画に最初に同意
・昭和５７年６月　矢田地区右岸で実施測量着手

【基本計画】
　◇昭和４７年７月
　　　　梅雨前線豪雨による洪水が
　　 発生し、未曾有の大災害となる
　◇昭和５０年１０月
　　　　県は「斐伊川・神戸川の治水
　 　に関する基本計画」を発表
　◇昭和５４年１１月
　　　　県と建設省は「斐伊川・神戸
　　 川の治水に関する基本計画（具
      体的 内容）」を提示
　◇関係市町、治水基本計画の同意
　　　・昭和５６年３月・・・松江市
　　　・昭和５７年９月・・・出雲市
　　　・昭和５８年２月・・・頓原町
　　　・昭和５８年３月・・・佐田町
　　　・昭和６０年３月・・・仁多町
                                 木次町
　　　・平成　４年６月・・・大社町

【大橋川関係】
　◇昭和５７年６月
　　　　建設省実地測量着手
　　　　（矢田地区右岸）
　◇昭和５７年１０月
　　　　測量、用地買収中止要請
　　　　　　　　（鳥取県→島根県）
　◇昭和５９年７月
　　　　矢田地区用地買収以後
      事業中断
　　　　（平成６年３月までに２４戸の
　　　　  家屋移転）
　◇平成１３年６月
　　　　島根、鳥取両県知事会談
　　　　〔測量、調査及び設計の実施に
          ついて合意〕
　◇平成１３年９月

　　　　測量調査着手

　◇平成１６年１２月

　　　　大橋川改修の具体的内容提示

松江市から始まった斐伊川神戸川治水対策
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